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北海道出身、１９７６年北海道大学大学院土木工学修了。原子力規制・エネルギー行政などに従事したほか、原
子燃料サイクル事業に携わった経歴を持つ。２００９年から現職。それまでに１９９１年から４年間、海外電力調
査会北京駐在員主席代表を務めるなど、中国のエネルギー・原子力事情に精通する。
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中国、2030年に
非化石エネルギー20%は
可能か？
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　2014年11月、習近平国家主席のAPEC首脳会議後の気候変動に関する
中米共同声明での発言が世界の注目を集めた。中国は「2030年前後にCO₂
排出量をピークとする」との目標を示し、その具体策の一つとして「2030年前後
に非化石エネルギーの一次エネルギー消費に占める割合を20％前後まで高める」
ことを発表した。地球温暖化防止に向けた目標設定を巡っては、世界的には後ろ
向きと見られてきた中国が、米国と共同歩調をとりながらEUの主張にもすり寄る
姿勢を鮮明にしたのだ。先進国代表の米国もこれまでの中国の主張通りにCO₂
排出量削減を約束したので、一定の期間の後には中国もCO₂排出量削減を
約束したのだ。現在の我が国の姿は、世界には対照的に映っている。

　中国のCO₂排出量削減のうち、2030年の非化石エネルギー比率20％の達成
の可否に絞ってみると、あくまで私見ではあるが、達成できない水準ではない。
なぜなら、既に公表されている2020年までの再生可能エネルギー導入目標
や原子力発電の導入計画などを前提に、エネルギー消費に関しても6～7％の
中低位経済成長率(中国では、これを「新常態」と呼ぶ)、一層の省エネルギーの
浸透などを勘案すると、2020年の非化石エネルギー比率は15％前後が達成できる
可能性がある。そこからさらに10年間、主に電源の増強に焦点を絞れば、着実
に進められる水力発電を除き、原子力発電、風力発電、太陽光や太陽熱も含めた
太陽エネルギー発電、バイオマス発電についてはすべて2020年に比べ、それぞれ
2倍程度の増強を図ることができれば、非化石エネルギー比率20％を実現できる
可能性があるのだ。目標のハードルは高いが、本気で実現を目指す姿勢を打ち
出したことは事実。決して荒唐無稽な数値とは思われない。半面、この目標では
2030年前後までは経済成長に伴い、CO₂排出量は拡大を続けることになり、
CO₂排出量抑制に向けて産業構造の転換や省エネ推進等の課題は残る。

　石炭資源量世界一をはじめエネルギー資源に恵まれた中国。それでも実用
可能な非化石エネルギーの拡大を追求する姿は、現実を直視したものであり、
この点については我が国も見習うべきことだと思う。



再生紙100％使用しています

●本冊子名称「Enelog（エネログ）」は、Energy（エネルギー）とDialogue（対話）を組み合わせた造語です。
　社会を支えるエネルギーの今をお伝えするとともに、これからのエネルギーについて皆さまと一緒に考えたいという想いを込めています。

〒100-8118 東京都千代田区大手町1-3-2 経団連会館
電話：03-5221-1440（広報部）
FAX：03-6361- 9024 2015.2


